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(57)【要約】
【課題】液晶パネルの利点を損なうことなく高コントラ
スト・低色度変動を得ることができる液晶表示装置を提
供する。
【解決手段】第１の偏光板９と、対向配置された少なく
とも一方の内面に透明電極３を有する一対のガラス基板
４と該ガラス基板４間に挟持された液晶層１とからなる
液晶パネルと、第２の偏光板９とをこの順番に備える液
晶表示装置であって、前記第１の偏光板９と液晶パネル
の間、及び前記液晶パネルと第２の偏光板９との間に、
透明基板６の一方の面に一軸性位相差膜７が設けられ、
他方の面にコレステリック位相差膜５が設けられてなる
光学補償フィルム８を備える。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の偏光板と、対向配置された少なくとも一方の内面に透明電極を有する一対の基板
と該基板間に挟持された液晶層とからなる液晶パネルと、第２の偏光板とをこの順番に備
える液晶表示装置であって、
　前記第１の偏光板と液晶パネルの間、及び前記液晶パネルと第２の偏光板との間に、透
明基板の一方の面に一軸性位相差膜が設けられ、他方の面にコレステリック位相差膜が設
けられてなる光学補償フィルムを備えることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】
　前記一軸性位相差膜及びコレステリック位相差膜は複屈折材料が塗布されてなり、前記
一軸性位相差膜が隣接する偏光板側に、前記コレステリック位相差膜が前記液晶パネル側
に配置されていることを特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項３】
　前記光学補償フィルムにおける一軸性位相差膜とコレステリック位相差膜は、互いに位
相差値が正の波長分散特性を有し、
　前記一軸性位相差膜は、以下の式で定義される面内の位相差Ｒｏに前記透明基板の位相
差を加えた値が７５～１８０ｎｍであり、前記コレステリック位相差膜は、膜厚方向の位
相差Ｒｔｈに前記透明基板の位相差を加えた値が７０～１８０ｎｍであることを特徴とす
る請求項１に記載の液晶表示装置。
　　　Ｒｏ　＝｜(ｎｘ－ｎｙ)×（一軸性位相差膜膜厚）｜
　　　Ｒｔｈ＝｜{(ｎｘ－ｎｙ)／２－ｎｚ}×（コレステリック位相差膜膜厚）｜
　　　（ここで、ｎｘ，ｎｙは隣接する前記偏光板の透過軸に対して平行方向であり対象
位相差膜の面内で直交する方向の屈折率、ｎｚは前記偏光板の透過軸に対して垂直方向と
なる対象位相差膜の厚さ方向の屈折率である。）
【請求項４】
　前記光学補償フィルムにおける一軸性位相差膜とコレステリック位相差膜は、互いに位
相差値が負の波長分散特性を有し、
　前記一軸性位相差膜は、複屈折を有しマトリクスを形成して位相差値が正の波長分散特
性を示す高分子ポリマーと、該高分子ポリマーとは光軸が異なる複屈折を有し前記マトリ
クス中に添加され位相差値が正またはフラットな波長分散特性を示すポリマーもしくはモ
ノマーとからなり、前記高分子ポリマー、及びポリマーもしくはモノマーそれぞれの主鎖
が同じ方向に配列した分子構造であることを特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項５】
　前記光学補償フィルムにおける一軸性位相差膜とコレステリック位相差膜は、互いに位
相差値が負の波長分散特性を有し、
　前記一軸性位相差膜は、複屈折を有しマトリクスを形成して位相差値が正の波長分散特
性を示す高分子ポリマーと、該高分子ポリマーとは光軸が異なる複屈折を有し前記マトリ
クス中に添加され位相差値が正またはフラットな波長分散特性を示す無機材料の柱状結晶
とからなり、該柱状結晶の長軸方向が前記高分子ポリマーの主鎖と同じ方向に配向した構
造であることを特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項６】
　前記一軸性位相差膜のｎｚ係数は、１．０～１．４であることを特徴とする請求項３～
５のいずれか一に記載の液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶表示装置、とくに垂直配向型液晶表示装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　垂直配向型液晶表示装置は、高速応答・正面方向の高コントラストを特徴としており、
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既に液晶ＴＶなどに応用されている。本液晶表示装置の電圧無印加時の液晶配向状態はガ
ラス基板と垂直方向であり、かつ２枚の偏光板の吸収軸がお互いに直交する関係で配置さ
れているため、理想的な黒状態が得られる。電圧印加時の液晶配向状態はガラス基板と平
行方向となり、位相差を生じるため白表示となる。本液晶表示装置の電圧印加時（白表示
）の視野角特性は、例えば特許文献１で提案されているように液晶の傾斜角度を数方向に
した、いわゆるマルチドメインを採用し、広視野角特性を実現している。
【０００３】
　電圧無印加（黒表示）の視野角特性は、液晶分子を斜めから観測しているため位相差を
持った状態になっており、この位相差のため黒状態に光漏れが生じ、黒輝度が悪化してし
まう。さらに液晶パネルの入射側及び出射側に直交配置した偏光板は、視野角方向から見
ると見かけ上の吸収軸交差角度が広くなり、入射側偏光板透過偏光軸と出射側偏光板透過
偏光軸が一致していないため、光漏れが発生するという問題でもあった。これを解消する
ために、特許文献２で提案されているように視野角補償フィルムを偏光板とパネルの間に
配置する手法が提案され、一部製品化がされている。さらに視野角特性を拡大するために
、ＨｏｎｇらはＡ－ｐｌａｔｅの位相差フィルムとＣ－ｐｌａｔｅの位相差フィルムを一
組として液晶パネルの両側に配置した液晶表示装置構造を非特許文献１で報告している。
【０００４】
　しかし、従来の技術では、前記位相差フィルムの厚みが、高分子フィルムの延伸によっ
て作製するため1枚当たり４０～８０μｍ程度の厚さあり、片側に２枚積層すると合計３
２０μｍと非常に厚くなってしまうため、液晶パネルの「薄い」という利点が損なわれて
しまう課題があった。また、延伸方式視野角補償フィルムをパネルに積層する場合、延伸
視野角補償フィルム同士の界面やパネル、偏光板の界面など合計６箇所の粘着剤などが必
要になり、粘着剤の偏光解消効果によってコントラスト比低下が発生する。また積層枚数
が多いため、液晶パネル、偏光板、視野角補償フィルムの光軸のずれによるコントラスト
比も発生する。光軸ズレの精度を高くするような工程を考えることはできるが、一般的に
は液晶表示装置の生産性に影響する。よって液晶表示装置に薄いという利点を損なわない
ようにするだけではなく、視野角補償フィルム枚数を減らすことによる粘着剤の偏光解消
や光軸ズレなどのコントラスト比低下を防ぎ、生産性の高い補償フィルム及び液晶表示構
造が必要である。またこのとき、従来の液晶表示装置構造とは異なるので、前記視野角補
償フィルムを用いた液晶表示装置構造に適した視野角補償フィルムの位相差値を再設定す
る必要が発生した。
【０００５】
　一方、視野角補償フィルムは液晶パネルの視野角方向における位相差の波長特性を考慮
に入れる必要がある。液晶パネルの液晶層は正の屈折率波長分散特性を持っているが、視
野角方向から見ると徐々に負の分散特性になっている。液晶層を補償する理想的な視野角
補償フィルムは、液晶パネルと視野角補償フィルムの位相差が各波長で同じで、かつキャ
ンセルするように配置している必要がある。しかし従来技術の提案では視野角補償フィル
ムの波長分散は正であり、全ての光領域において補償ができないため、黒表示時の着色な
どが発生していた。またＡ－Ｐｌａｔｅの３軸の屈折率ｎｘ、ｎｙ、ｎｚの関係として、
ｎｚ係数（＝(ｎｘ－ｎｚ)／(ｎｘ－ｎｙ)）も視野角方向のコントラストに非常に影響す
る。
【０００６】
【特許文献１】特開２００５－３９１６号公報
【特許文献２】特開２００４－２３３９８８号公報
【非特許文献１】APPLIED PHYSICS LETTERS 86, 121107 (2005)
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明は、以上の従来技術における問題に鑑みてなされたものであり、液晶パネルの両
側に透明基板の両側に位相差膜を配置した視野角補償フィルムを設け、理想的な波長分散
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で電圧無印加時の液晶パネル及び偏光板の位相差を補償することによって液晶パネルの利
点を損なうことなく高コントラスト・低色度変動を得ることができる液晶表示装置を提供
することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　前記課題を解決するために提供する請求項１の発明は、第１の偏光板と、対向配置され
た少なくとも一方の内面に透明電極を有する一対の基板と該基板間に挟持された液晶層と
からなる液晶パネルと、第２の偏光板とをこの順番に備える液晶表示装置であって、前記
第１の偏光板と液晶パネルの間、及び前記液晶パネルと第２の偏光板との間に、透明基板
の一方の面に一軸性位相差膜が設けられ、他方の面にコレステリック位相差膜が設けられ
てなる光学補償フィルムを備えることを特徴とする液晶表示装置である。
【０００９】
　また、前記課題を解決するために提供する請求項２の発明は、請求項１の発明において
、前記一軸性位相差膜及びコレステリック位相差膜は複屈折材料が塗布されてなり、前記
一軸性位相差膜が隣接する偏光板側に、前記コレステリック位相差膜が前記液晶パネル側
に配置されていることを特徴とする液晶表示装置である。
【００１０】
　また、前記課題を解決するために提供する請求項３の発明は、請求項１の発明において
、前記光学補償フィルムにおける一軸性位相差膜とコレステリック位相差膜は、互いに位
相差値が正の波長分散特性を有し、前記一軸性位相差膜は、以下の式で定義される面内の
位相差Ｒｏに前記透明基板の位相差を加えた値が７５～１８０ｎｍであり、前記コレステ
リック位相差膜は、膜厚方向の位相差Ｒｔｈに前記透明基板の位相差を加えた値が７０～
１８０ｎｍであることを特徴とする液晶表示装置である。
　　　Ｒｏ　＝｜(ｎｘ－ｎｙ)×（一軸性位相差膜膜厚）｜
　　　Ｒｔｈ＝｜{(ｎｘ－ｎｙ)／２－ｎｚ}×（コレステリック位相差膜膜厚）｜
　　　（ここで、ｎｘ，ｎｙは隣接する前記偏光板の透過軸に対して平行方向であり対象
位相差膜の面内で直交する方向の屈折率、ｎｚは前記偏光板の透過軸に対して垂直方向と
なる対象位相差膜の厚さ方向の屈折率である。）
【００１１】
　また、前記課題を解決するために提供する請求項４の発明は、請求項１の発明において
、前記光学補償フィルムにおける一軸性位相差膜とコレステリック位相差膜は、互いに位
相差値が負の波長分散特性を有し、前記一軸性位相差膜は、複屈折を有しマトリクスを形
成して位相差値が正の波長分散特性を示す高分子ポリマーと、該高分子ポリマーとは光軸
が異なる複屈折を有し前記マトリクス中に添加され位相差値が正またはフラットな波長分
散特性を示すポリマーもしくはモノマーとからなり、前記高分子ポリマー、及びポリマー
もしくはモノマーそれぞれの主鎖が同じ方向に配列した分子構造であることを特徴とする
液晶表示装置である。
【００１２】
　また、前記課題を解決するために提供する請求項５の発明は、請求項１の発明において
、前記光学補償フィルムにおける一軸性位相差膜とコレステリック位相差膜は、互いに位
相差値が負の波長分散特性を有し、前記一軸性位相差膜は、複屈折を有しマトリクスを形
成して位相差値が正の波長分散特性を示す高分子ポリマーと、該高分子ポリマーとは光軸
が異なる複屈折を有し前記マトリクス中に添加され位相差値が正またはフラットな波長分
散特性を示す無機材料の柱状結晶とからなり、該柱状結晶の長軸方向が前記高分子ポリマ
ーの主鎖と同じ方向に配向した構造であることを特徴とする液晶表示装置である。
【００１３】
　また、前記課題を解決するために提供する請求項６の発明は、請求項３～５の発明にお
いて、前記一軸性位相差膜のｎｚ係数は、１．０～１．４であることを特徴とする液晶表
示装置である。
【発明の効果】
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【００１４】
　本発明によれば、液晶パネルの利点を損なうことなく高コントラスト・低色度変動を得
ることができる。また、モバイル用液晶表示装置として高画質化と薄型化の両立を図るこ
とができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
　以下に、本発明に係る液晶表示装置の構成について説明する。
　図１は、本発明に係る液晶表示装置の構成を示す断面概略図である。
　図１に示すように、液晶表示装置１０は、第１の偏光板９（図中下部）と、対向配置さ
れた少なくとも一方の内面に透明電極３を有する一対のガラス基板４と該ガラス基板４の
間に挟持された液晶層１とからなる液晶パネルと、第２の偏光板９（図中上部）とをこの
順番に備え、第１の偏光板９と液晶パネルの間、及び前記液晶パネルと第２の偏光板９と
の間に、透明基板６の一方の面に一軸性位相差膜７である位相差膜Ａ（Ａ－Ｐｌａｔｅ）
が設けられ、他方の面にコレステリック位相差膜５である位相差膜Ｂ（Ｃ－Ｐｌａｔｅ）
が設けられてなる光学補償フィルム８を備えることを特徴とする。
【００１６】
　ここで、液晶パネルを構成するガラス基板４は、その主面上に透明電極３と配向膜２と
が設けられており、２枚のガラス基板４のいずれかにはＴＦＴなどのスイッチング素子が
配置されている。また、液晶パネルはいわゆる垂直配向液晶モード（ＶＡモード）の構成
となっており、例えば液晶層１の液晶が電圧無印加時にガラス基板４に対して垂直方向と
なり、電圧印加時（白表示）に視野角特性を向上させるためマルチドメイン配向としてい
る。
【００１７】
　光学補償フィルム８は、透明基板６の両面それぞれに複屈折材料を塗布して２種類の位
相差膜（一軸性位相差膜７及びコレステリック位相差膜５）が形成された１枚のフィルム
である。
【００１８】
　図２に光学補償フィルム８の構成例を示す。一軸性位相差膜７（位相差膜Ａ）は膜厚１
～５μｍのＡ－Ｐｌａｔｅであり、透明基板６と平行に液晶分子ＬＣが層状に並び、かつ
一方向に光軸を持っている。また、コレステリック位相差膜５（位相差膜Ｂ）は膜厚１～
５μｍのＣ－Ｐｌａｔｅであり、透明基板６と垂直方向に液晶分子ＬＣが回転している。
【００１９】
　光学補償フィルム８を作製するに当っては、例えば透明基板６としてトリアセチルセル
ロース（ＴＡＣ）を用い、液晶分子と紫外線硬化剤、界面活性剤などの成分からなる塗料
を塗布して位相差膜を形成するとよい。詳しくは、ＴＡＣの両面に同時ラビング処理を施
し、ラビング処理後同時に前記塗料を塗布後乾燥させ、ＵＶ硬化処理すれば非常に生産性
の高く作製することができる。なお、ＴＡＣ上にポリイミドやアクリル系の配向膜を塗布
し、ラビングを行うことによっても配向性の高い光学補償フィルムを作製することが可能
である。また、ＴＡＣの片面をラビング処理し前記塗料を塗布後、もう一方のＴＡＣ片面
にラビング処理し塗料を塗布するという工程でも良い。
【００２０】
　また、一軸性位相差膜７は主に偏光板９の視野角方向の交差軸変化の補償に効果があり
、またコレステリック液晶層５は主に液晶パネルの液晶層１の補償に効果があるので、液
晶表示装置１０における光学補償フィルム８の配置として、一軸性位相差膜７は隣接する
偏光板９側に面し、コレステリック位相差膜５は液晶パネル側（ガラス基板４側）に面す
るように配置するとよい。
　また、図３に、液晶表示装置における偏光板９の吸収軸と光学補償フィルム８の各位相
差膜５，７の光軸の関係を示す。図中上下それぞれの偏光板９の吸収軸は互いに直交して
おり、一軸性位相差膜７の一軸性液晶層の光軸は隣接した偏光板９の吸収軸と直交するよ
うに配置されている。なお、電圧無印加時の液晶パネルとコレステリック位相差膜５のコ



(6) JP 2008-70465 A 2008.3.27

10

20

30

40

50

レステリック液晶層は厚み方向に光軸をもっているため、図３に光軸を記載していない。
【００２１】
　ここで、光学補償フィルム８は、つぎの２タイプいずれかの構成をとる。
（タイプ１）
　１つの光学補償フィルム８における一軸性位相差膜７とコレステリック位相差膜５は、
互いに位相差値が正の波長分散特性を有し、一軸性位相差膜７は、以下の式で定義される
面内の位相差Ｒｏに透明基板６の位相差を加えた値が７５～１８０ｎｍであり、コレステ
リック位相差膜５は、膜厚方向の位相差Ｒｔｈに透明基板６の位相差を加えた値が７０～
１８０ｎｍであることとする。
【００２２】
　　　Ｒｏ　＝｜(ｎｘ－ｎｙ)×（一軸性位相差膜膜厚）｜
　　　Ｒｔｈ＝｜{(ｎｘ－ｎｙ)／２－ｎｚ}×（コレステリック位相差膜膜厚）｜
　　　（ここで、ｎｘ，ｎｙは隣接する偏光板９の透過軸に対して平行方向であり対象位
相差膜の面内で直交する方向の屈折率、ｎｚは前記偏光板９の透過軸に対して垂直方向と
なる対象位相差膜の厚さ方向の屈折率である。）
【００２３】
（タイプ２）
　１つの光学補償フィルム８における一軸性位相差膜７とコレステリック位相差膜５は、
互いに位相差値が負の波長分散特性を有し、一軸性位相差膜５は、複屈折を有しマトリク
スを形成して位相差値が正の波長分散特性を示す高分子ポリマーと、該高分子ポリマーと
は光軸が異なる複屈折を有し前記マトリクス中に添加され位相差値が正またはフラットな
波長分散特性を示すポリマーもしくはモノマーとからなり、前記高分子ポリマー、及びポ
リマーもしくはモノマーそれぞれの主鎖が同じ方向に配列した分子構造であることとする
。
【００２４】
　図４にその分子構造の例を示す。
　ここでは、一軸性位相差膜７を構成する分子として、前記高分子ポリマーＰ１は分子の
屈折率楕円体を考えた場合に分子の外形の長軸方向と屈折率の遅相軸方向（より大きな屈
折率を有する方向）が同じ材料（“正の屈折率を持った材料”）である（図４（ａ））。
また、高分子ポリマーＰ１からなるマトリクス中に添加される前記ポリマーもしくはモノ
マーＰ２は、分子の外形の長軸方向と屈折率の遅相軸方向が直交する材料（“負の屈折率
を持った材料”）である（図４（ａ））。
【００２５】
　つぎに、例えば一軸性位相差膜７をフィルムとして構成する分子が正の屈折率を持った
材料による配向の制御を行った場合を考える。高分子ポリマーＰ１の分子配向を行ったフ
ィルムが発現する位相差（Ｒｅｔ分子）は遅相軸方向の屈折率をｎｘ、それに直行する方
向の屈折率をｎｙとし、フィルムの膜厚をｄとした場合、（Ｒｅｔ分子）＝（ｎｘ－ｎｙ
）×ｄと表記できる。
【００２６】
　ついで、一軸性位相差膜７について所望の波長分散（負の波長分散）を必要とする場合
、図５に示すような関係をもつ位相差（Ｒｅｔ-Ｘ）を発現する材料及び構造が必要とな
る（図５ではＲｅｔ－Ｘがフラットな波長分散特性である場合を示しているが、正の波長
分散特性であってもよい。）。すなわち、一軸性位相差膜７の位相差をＲｅｔとすると、
Ｒｅｔ＝（Ｒｅｔ分子）－（Ｒｅｔ-Ｘ）の関係をもち、位相差Ｒｅｔについて負の波長
分散特性をもつように添加する材料を選択し、Ｒｅｔ分子を発現する高分子ポリマーＰ１
の遅相軸とＲｅｔ-Ｘを発現する分子であるポリマーもしくはモノマーＰ２（あるいは結
晶）の遅相軸が直交するように制御するのである。
【００２７】
　ここでは、一軸性位相差膜７を組成する分子は正の屈折率を持った材料を例に挙げてい
るので、Ｒｅｔ-Ｘを発現するポリマーもしくはモノマーＰ２（もしくは結晶）は負の屈
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折率を持ち、その材料の主鎖（もしくは外形長軸）が高分子ポリマーＰ１の配向と同じ方
向に制御が可能であることが重要になる。そうすると配向制御のしやすさから、マトリク
スを構成する高分子ポリマーＰ１と似た外形形状（アスペクト比が高い形状＝柱状形状）
を有することが好適である。なお、柱状形状は無機物の場合、斜方形状とも言う。また、
この柱状形状を有するポリマーもしくはモノマーＰ２（結晶）の粒径は、高分子ポリマー
Ｐ１とほぼ同等の大きさであることも必要である。通常、フィルムを構成するような有機
分子（ＰＭＭＡ，ＰＶＡ等）の分子サイズ（長軸方向）は数～数１０ｎｍオーダーを有す
るため、そのサイズに近い負の屈折率を有するポリマーもしくはモノマーあるいは柱状結
晶Ｐ２を用意する。
【００２８】
　これによって、高分子ポリマーＰ１とポリマーもしくはモノマーＰ２とを混合し（図４
（ｂ）ポリマー配向前）、高分子ポリマーＰ１、及びポリマーもしくはモノマーＰ２それ
ぞれの主鎖が同じ方向となるように配向させて、本発明における一軸性位相差膜７を得る
ことができる。
【００２９】
　なお、図４において、ポリマーもしくはモノマーＰ２に代えて同じようなサイズ、負の
屈折率をもつ無機物の柱状結晶でもよいとしているが、この場合、一軸性位相差膜７は、
複屈折を有しマトリクスを形成して位相差値が正の波長分散特性を示す高分子ポリマーＰ
１と、該高分子ポリマーＰ１とは光軸が異なる複屈折を有し前記マトリクス中に添加され
位相差値が正またはフラットな波長分散特性を示す無機材料の柱状結晶Ｐ２とからなり、
該柱状結晶の長軸方向が前記高分子ポリマーＰ１の主鎖と同じ方向に配向した構造である
こととする。
【００３０】
　また，上述のような負の屈折率を有するポリマーもしくはモノマー、柱状結晶Ｐ２の具
体的な材料として、無機物の場合ＣａＣＯ3やＳｒＣＯ3などの炭酸塩やＮｂＯなどのセラ
ミック系材料、ポリマー・モノマーの場合ＣＯＰ等ノルボルネン系が挙げられる。これら
はフィルムを構成する高分子ポリマーＰ１との粒径に適合することが可能であれば，波長
分散を制御する材料として有効である。
【００３１】
　ところで、波長４５０ｎｍの位相差と、波長５５０ｎｍの位相差の比（Ｒ４５０ｎｍ／
Ｒ５５０ｎｍ）を波長分散の変化度合いＦとした場合、図５において高分子ポリマーＰ１
、ポリマーもしくはモノマーＰ２それぞれの波長分散の変化度合いＦを比較すると、位相
差の高い方であるポリマーもしくはモノマーＰ２の波長分散の変化度合いＦは、高分子ポ
リマーＰ１の波長分散の変化度合いＦよりも小さい。本発明では、ポリマーもしくはモノ
マーＰ２の波長分散の変化度合いＦは、高分子ポリマーＰ１の波長分散の変化度合いＦの
１／１．２以下であることが好ましい。
【００３２】
　また、タイプ１及びタイプ２いずれの場合においても、一軸性位相差膜７のｎｚ係数は
、１．０～１．４であることが好ましい。
【００３３】
　なお、光学補償フィルム８は、上述した２タイプの構成以外にも、１つの光学補償フィ
ルム８における一軸性位相差膜７とコレステリック位相差膜５は、互いに位相差値が負の
波長分散特性を有し、一軸性位相差膜５は、２つの一軸性位相差薄膜をそれぞれの遅相軸
が直交するように積層してなるものとし、さらに前記一軸性位相差薄膜それぞれの位相差
が異なるとともに、一方の一軸性位相差薄膜の前記波長分散の変化度合いＦが他方の一軸
性位相差薄膜の前記波長分散の変化度合いＦの１／１．２以下であり、また、一軸性位相
差膜７は、前記の式で定義される面内の位相差Ｒｏに透明基板６の位相差を加えた値が７
５～１８０ｎｍであるものとしてもよい。
【実施例】
【００３４】
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　本発明の液晶表示装置を実施した例を以下に説明する。なお、ここでいう位相差は波長
５８９ｎｍにおける値とする。
（実施例１）
　光学補償フィルム８を前述したタイプ１の構成とし、図１に示す液晶表示装置を作製し
た。なお、液晶パネルの液晶の位相差（ガラス基板４と平行配向したときのみかけの屈折
率異方性Δnと液晶層１の厚みの積）は０．３２μｍとした。
【００３５】
　光学補償フィルム８は、透明基板６である厚み４０μｍのＴＡＣの両面に同時ラビング
処理を施し、ラビング後同時に紫外線硬化型液晶材料を塗布後乾燥とＵＶ硬化を行い、膜
厚２μｍの一軸性位相差膜７と、膜厚２μｍのコレステリック位相差膜５を形成して作製
した。本実施例では厚み４０μｍのＴＡＣに２つの位相差膜を形成しているため、２枚の
光学補償フィルム（コレステリック位相差膜５／透明基板６／一軸性位相差膜７のセット
）の合計厚みは概略８８μｍと薄く、液晶パネル及び偏光板９に貼り付けるときに粘着が
必要な界面も少なく、また隣接する液晶パネル、偏光板９の光軸含めて非常に高い光軸配
置とすることができた。なお、本実施例においては一軸性位相差膜７が隣接する液晶パネ
ル側となる配置であっても同じ効果が得られる。
【００３６】
　また、光学補償フィルム８における一軸性位相差膜７の位相差Ｒｏを９０ｎｍ、Ｒｔｈ
を４５ｎｍとし、コレステリック位相差膜５の位相差Ｒｏを０ｎｍ、Ｒｔｈを７５ｎｍと
した。本実施例では透明基板として位相差Ｒｔｈが２０ｎｍのＴＡＣを用いてので、コレ
ステリック位相差膜５と透明基板６の位相差Ｒｔｈの合計は９５ｎｍとなる。
【００３７】
　ＶＡ液晶表示方式液晶表示装置は４５°や２２５°などの斜め方向のコントラスト比が
弱点であるが、前記条件で作製した本発明の液晶表示装置１０の視野角特性を評価したと
ころ、方位角４５°仰角６０°でもコントラスト比８０：１を得ることができた。なお、
視野角は図６のように定義した。方位角は上側偏光板９の吸収軸を ０°～１８０°と定
義し、この軸と為す角度とし、仰角は偏光板９と垂直方向を０°と定義し、垂直方向と為
す角とした。
　また、全方位の色度をＣＩＥ色度（ｘ，ｙ）用いて座標上にプロットしたところ、全方
位でｘ座標ｙ座標とも変化が少なく、変化量０．０５とすることができた。
【００３８】
　なお、垂直配向液晶表示方式においては、電圧印加時に白が表示されるように、液晶パ
ネルの位相差は０．２４μｍ～０．４０μｍ程度が最適である。該液晶パネルの位相差範
囲においては、一軸性位相差膜７の位相差Ｒｏは７５ｎｍ～１８０ｎｍとし、コレステリ
ック位相差膜５の位相差Ｒｔｈは透明基板６の位相差を含んで７０ｎｍ～１８０ｎｍとす
ることで、本実施例と同じ表示品質が得られた。また本実施例においては透明基板６とし
てＴＡＣを用いたが、ＰＥＴなどでも光学補償フィルム８としての位相差が前記範囲であ
れば、同じ効果が得られる。
【００３９】
（実施例２）
　光学補償フィルム８を前述したタイプ２の構成とし、図１に示す液晶表示装置を作製し
た。なお、液晶パネルの位相差を０．２９μｍとした。
【００４０】
　光学補償フィルム８は、一軸性位相差膜７の位相差Ｒｏを８２ｎｍ、Ｒｔｈを４１ｎｍ
とし、コレステリック位相差膜５の位相差Ｒｏを１ｎｍ、Ｒｔｈを９５ｎｍとした。本実
施例では透明基板６として位相差Ｒｔｈ２０ｎｍのＴＡＣを用いているので、コレステリ
ック位相差膜５と透明基板６の位相差Ｒｔｈの合計は１１５ｎｍとなる。
【００４１】
　図７に方位角４５°、仰角７０°方向から評価した液晶パネル及び一軸性位相差膜７（
位相差膜Ａ）とコレステリック位相差膜５（位相差膜Ｂ）の位相差波長分散特性を示す。
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液晶パネルの位相差波長分散特性は、図１の液晶表示装置において光学補償フィルム８が
ない状態での位相差である。その結果、液晶パネルの液晶の位相差波長分散特性は波長が
大きくなるに伴い位相差が小さくなる、いわゆる正の分散特性を有しているが、視野角方
向での位相差波長分散特性は波長が大きくなるに伴って位相差が大きくなる、いわゆる負
の波長分散（逆波長分散）をとっていた。液晶パネルの液晶層を補償する理想的な光学補
償フィルム８は、液晶パネルと光学補償フィルム８の位相差が各波長で同じで、かつキャ
ンセルするように配置している必要がある。図７に示す位相差膜Ａ及び位相差膜Ｂの位相
差波長分散特性を持つことによって、液晶パネルの波長分散とほぼ同等の波長分散特性を
取ることが可能であった。
【００４２】
　本実施例の液晶表示装置においては、方位角４５°仰角６０°でコントラスト比８０：
１を得た。各位相差膜５，７の波長分散特性を液晶パネルの波長分散特性に合わせること
で、出射光側偏光板９に到達する偏光状態の波長依存性を減らすことができ、全方位でｘ
座標、ｙ座標変化量を０．０２５とすることができ、黒の色度改善に非常に効果があった
。
【００４３】
（実施例３）
　光学補償フィルム８を前述したタイプ１の構成とし、図１に示す液晶表示装置を作製し
た。なお、液晶パネルの液晶の位相差は０．３５μｍとした。
【００４４】
　光学補償フィルム８は、一軸性位相差膜７の位相差Ｒｏを３０ｎｍとした。また通常、
透明基板６（ＴＡＣ）上でラビング方向に正確に並んだ一軸性位相差膜は、平面方向屈折
率ｎｙと厚み方向屈折率ｎｚが等しいためｎｚ係数は１となる。本実施例ではこれに加え
て、コレステリック液晶層に紫外線効果型液晶を添加し、紫外線硬化工程で特定偏光を持
ったＵＶを照射して回転方向に依存性の持った２軸性液晶膜を一軸性位相差膜７として形
成することで、ｎｚ係数を１．４とした。なお、透明基板６（ＴＡＣ）の一軸性位相差膜
７用液晶材料塗布面のラビング方向を数方向に施すことで、同じ効果を得ることができる
。
【００４５】
　本実施例の液晶表示装置により、方位角４５°仰角６０°でコントラスト比８２：１を
得ることができた。なお、一軸性位相差膜７のｎｚ係数を１．４より大きくすると、コン
トラストは大きく低下した。
【図面の簡単な説明】
【００４６】
【図１】本発明に係る液晶表示装置の構成を示す断面図である。
【図２】本発明で用いる光学補償フィルムの構成を示す断面図である。
【図３】本発明の液晶表示装置における偏光板の吸収軸と位相差膜の光軸の関係を示す概
略図である。
【図４】タイプ２の光学補償フィルム８における一軸性位相差膜７の分子構造の説明図で
ある。
【図５】タイプ２の光学補償フィルム８における一軸性位相差膜７及び構成材料の位相差
波長分散特性を示す図である。
【図６】視野角の説明図である。
【図７】実施例２における液晶パネル、位相差膜Ａ、位相差膜Ｂの位相差波長分散特性を
示す図である。
【符号の説明】
【００４７】
　１・・・液晶層、２・・・配向膜、３・・・透明電極、４・・・ガラス基板、５・・・
コレステリック位相差膜（位相差膜Ｂ）、６・・・透明基板、７・・・一軸性位相差膜（
位相差膜Ａ）、８・・・光学補償フィルム、９・・・偏光板、１０・・・液晶表示装置、
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Ｐ１・・・高分子ポリマー、Ｐ２・・・モノマー、ポリマーあるいは結晶

【図１】 【図２】

【図３】



(11) JP 2008-70465 A 2008.3.27

【図４】 【図５】

【図６】

【図７】



(12) JP 2008-70465 A 2008.3.27

フロントページの続き

(72)発明者  山北　茂洋
            東京都品川区北品川６丁目７番３５号　ソニー株式会社内
Ｆターム(参考) 2H049 BA02  BA06  BA42  BB03  BB42  BB49  BC02  BC05  BC22 
　　　　 　　  2H091 FA07X FA07Z FA11X FA11Z FD10  LA19 



专利名称(译) 液晶表示装置

公开(公告)号 JP2008070465A 公开(公告)日 2008-03-27

申请号 JP2006246965 申请日 2006-09-12

[标]申请(专利权)人(译) 索尼公司

申请(专利权)人(译) 索尼公司

[标]发明人 下位法弘
間所比止美
福田麻里子
山北茂洋

发明人 下位 法弘
間所 比止美
福田 麻里子
山北 茂洋

IPC分类号 G02F1/13363 G02B5/30

FI分类号 G02F1/13363 G02B5/30

F-TERM分类号 2H049/BA02 2H049/BA06 2H049/BA42 2H049/BB03 2H049/BB42 2H049/BB49 2H049/BC02 2H049
/BC05 2H049/BC22 2H091/FA07X 2H091/FA07Z 2H091/FA11X 2H091/FA11Z 2H091/FD10 2H091
/LA19 2H149/AA06 2H149/AB05 2H149/AB06 2H149/BA02 2H149/DA02 2H149/DA12 2H149/DA17 
2H149/DA18 2H149/DA19 2H149/DA22 2H149/DB04 2H149/DB15 2H149/EA02 2H149/EA06 2H149
/EA10 2H149/FA02Z 2H149/FA24Y 2H149/FA27Y 2H149/FA41Y 2H149/FD05 2H149/FD06 2H149
/FD07 2H149/FD47 2H191/FA22X 2H191/FA22Z 2H191/FA30X 2H191/FA30Z 2H191/FB02 2H191
/FB05 2H191/FB22 2H191/FB23 2H191/FC33 2H191/FD07 2H191/FD12 2H191/GA05 2H191/GA19 
2H191/HA11 2H191/LA11 2H191/LA22 2H191/LA23 2H191/LA25 2H191/PA02 2H191/PA04 2H191
/PA07 2H191/PA24 2H191/PA52 2H191/PA53 2H191/PA73 2H191/PA85 2H291/FA22X 2H291/FA22Z 
2H291/FA30X 2H291/FA30Z 2H291/FB02 2H291/FB05 2H291/FB22 2H291/FB23 2H291/FC33 2H291
/FD07 2H291/FD12 2H291/GA05 2H291/GA19 2H291/HA11 2H291/LA11 2H291/LA22 2H291/LA23 
2H291/LA25 2H291/PA02 2H291/PA04 2H291/PA07 2H291/PA24 2H291/PA52 2H291/PA53 2H291
/PA73 2H291/PA85

外部链接 Espacenet

摘要(译)
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第二偏振片9。光学补偿膜8具有：在透明基板6的一面上的单轴相位差膜
7;在另一面上，在第一偏振板9和液晶面板之间以及在液晶面板和第二偏
振板9之间的胆甾相位差膜5。
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